
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月日 令和 2年 8月 25日 担 当 部 署 農林水産部 農政課

※以下は令和2年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等の概要

3 役員数

(単位 :人 )

4 職員数

(単位 :人 )

法 人 名 公益財団法人 大島農業振興公社

代 表 者

理事長 高橋 三登一

■ 常 勤   □ 非常勤 ■ プロパー  国 市兼務  □ その他

所 在 地 新潟県上越市大島区牛ケ鼻2649番 地

設立年月日 平成 6年 3月 7日

基 本 金 51,000千 円 市出捐割合 98.0%

設 立 目的

上越市大島区における農業の担い手育成、農作業の支援等を行うことにより、

中山間地域の農業生産の維持並びに農地の効率的利用を図り、もって地域農業の

振興に寄与することを目的とする。

主な事業

(1)農業の担い手の育成に関する事業

(2)農作業の支援に関する事業

(31農用地の保全に関する事業

14)前 3号に掲げる事業に関する情報の収集及び提供に関する事業

(51農地の有効利用及び効率的な使用を促す農地の貸し借り等権利調整に関する

事業

(6)技術習得等を目的とした研修等事業

17)そ の他この法人の目的を達成するために必要な事業

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市茉務 その他

理事 1 6 7 7 0 0

監事 0 2 2 2 0 0

計 1 8 9 9 0 0

計
内訳

プロパー 市兼務

正社員 4 4 0

その他 0 0 0

計 4 4 0

■



5 事業実績 (概要)

米の収穫量の増加に伴う売上の増加により、事業収益は 1,320千円増加の 52,202千 円となりま

したが、暖冬少雪による除雪作業収益の減や、補償金 (平成 30年度の干ばつ被害に伴う水稲共済)

の減により、経常収益は前期比 1,469千 円減 (2.4%減)の 59,676千 円となりました。

この結果、当期一般正味財産増減額は前期比 1,803千 円減の△1,707千 円となり、最終的に正

味財産は前期比 357千円減の 86,777千 円となりました。

○農作業支援事業

農業従事者の高齢化や後継者不足による耕作放美地の発生防止のため、次の事業を行いました。

・基幹農作業受託事業

項 目
平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

受託面積 受託面積 受託面積

耕うん ha 5,4 ha 5.7 ha

代かき 11.Oha 9。 9 ha 7.3 ha

田植 ha 7.O ha ha

刈取 13.2 ha 10.O ha 9.l ha

延べ面積 40,O ha 32.3 ha 28. l ha

・農地集積及び農地借入れによる農業経営

担い手への農地集積を推進するとともに、受け手がない農地については公社自らが担い手

となり管理耕作しました。

生産した米は、「おおしま育ち」の名称で全国各地へ販売しました。品質・安全性等の面で好

評を得るも、販路が固定化し減少傾向にあります。

項 目 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

借入面積 40.3ha 37.7 ha 33.3 ha

公社耕作面積

(水稲作付面積 )

20。 9ha

(14.8 ha)

21.6 ha

(15.3 ha)

21.9 ha

(15,7 ha)

水稲収穫量

(10a当 たり収量)

59t

(6.7俵 )

51t

(5.5俵 )

70 t

(7.4俵 )

O園芸事業

・花苗生産

上越市との契約及び JAえちご上越の協力により、温室 2棟を活用し花苗の生産を行いま

した。

・農産物生産

自然薯やその他野菜の栽培に取り組んでいますが、将来的な安定収入を目標として重点的

にアスパラガスの栽培に取り組みました。

区分 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

花苗生産  (千円) 5,069 4,889 4,590

野菜生産等 (千 円) 3,829 5,170 4,291

合 計  (千円) 8,898 10,059 8,881

○大島農業実習交流センター管理事業 (市からの業務受託)

O地域マネジメント組織の事務を支援

集落を超えて連携し、地域の課題に取り組む組織の支援 (中 山問地域等直接支払交付金など)

を行いました。大島区農業振興会 (16支部)、 多面的機能支払 (14組織)
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項  目

平成 29年度

自 平成 29年 4月 1日

至 平成 30年 3月 31日

平成 30年度

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月 31日

令和元年度

自 平成 31年 4月 1日

至 令和 2年 3月 31日

正
味
貝オ
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

63,504 61, 145 59,676

5 5 5

0 0 0

0 0 0

55,371 50,882 5 2) 2 0 2

7,709 6,350 6,924

419 3,908 54 5

63,838 62,349 61,383

62,181 60,740 59,768

1,657 6 1 0 6 1 5

△334 △ 1,204 △ 1,707

630 1,300 0

0 0 0

630 1,300 0

296 96 △ 1,707

0 0 0

296 96 △ 1,707

34,267 34,563 34,658

34,563 34,658 32,951

指定正味財産増減の部

△570 △570 3 5

53,615 53,045 52,475

53,045 52,4呈 5 53,825

正味財産期末残高 87,608 87, 134 86,777

項  目 平成 30年 3月 31日 現在 平成 81年 3月 31日 現在 令和 2年 3月 31日現在

貸
借
対
照
表

資 産 100,988 100,220 98,030

負 債 1 3 3 7 5 13,087 11,254

正味財産 87,608 87, 134 86,777

53,045 52,475 5 3

34)563 34,658 3 2

6 財務状況 (税抜 )

(単位 :千 円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。
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内訳 平成 29年度 平成30年度 令和元年度 備考

① 農業実習交流センター委託 400 340 1 5 9

② 除雪作業委託 3,647 3,724 3,157

③ 温室除排雪作業委託 1,056 1,063 204

④ 公共花壇等管理運営業務委託 6,723 6,489 61582

⑤ 公共用地等除車業務委託

計 11,826 11,616 10,102

7 市からの財政支出等

(1)委託額 (税込) (単位 :千円)

(21 財政援助額 (税込) (単位 :千円)

8 今後の経営計画等

(1)次期事業計画

(2)中 長期経営計画

な し

内訳 平成 29年度 平成30年度 令和元年度 備考

① 補助金 (助成金) 3, 140 3,070 3,180 運営費補助金

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑥ その他 ( ) 0 0 0

計 3, 140 3,070 3,180

設立当初の基本理念及び定款に定める目的に基づいた事業展開を行い、また、関係機関との連

携を図り、農政活動や地域農業への支援体制を強化するとともに、公社自身の経営の健全化及び

財政的な自立に向けた努力を継続し、地域農業を支える公社機能の充実に努める。

項   目 令和 2年度計画 令和元年度実績

農作業支援事業 (農作業受託事業) 28.8 ha 28. l ha

地域農業活性化事業 (管理耕作分) 12.O ha 15。 7 ha

花苗生産 4,617千 円 4,590千 円

野菜生産等 3,266千 円 4,291千 円

植栽管理 2,925千 円 3,179千 円

マネジメント事業 5,724千円 5,149千 円
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9 経営状況の分析・評価

(1)第ニセクター等の経営状況の分析・評価のフローチャー ト

※「第三セクター等に対する関与方針」から抜粋

D
債務超過に陥っている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

イましh

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

イまい

イまい

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

Bか らD評価の法人は(21へフローチャー トによる評価 C

【特記事項】

4年連続で正味財産が減少しているため、C評価となりました。

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「3期連続の赤字」の判断においては、「当期一般正味財産増減高」と「当期指定正味

財産増減高」の合計がマイナスとなる場合は、赤字と読み替える。

フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

C 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務超過に陥っている、又は、
資本金の 50%を超える累積欠損金がある
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(2)第ニセクター等評価委員会の分析 ,評価

(3)分析・評価結果を受けての対応方針

第ニセクター等評価委員会の評価

■ 課題あり

□ 課題なし

第ニセクター等評価委員会の分析

【上記評価の理由】

①  資金の流動性が確保されてはいるものの、市における財政支出に頼らぎるを得ない状

況は続いており、他の農業公社に比べても、収益における市への依存度が高い。(約 20%)

市からの委託料収入や運営費補助に依存せずに黒字化を望むのであれば、業務量に見

合つた人員体制となっているか検証が必要である。

【その他指摘事項等】

②  当該年度の収支計画はマイナスであり、将来的な計画も作成されていない。毎年度の

赤字は市が補てんしていることから、市としても補てんの内容を検証するとともに、将

来的な市の負担を見込む上でも、公社として中長期的な計画を策定すべきである。

③  経常収益に対する人件比率の数値目標を掲げ、経常収益の向上を目指すべきである。

④  「おおしま育ち」のブランディング・販促を強化すべきである。

第ニセクターによる対応方針

①  中山間地域の圃場は、作業効率が悪く、人員が不足している状況だが、農繁期のみ臨

時職員で対応しており、必要最低限の職員体制であると判断している。

②③ 中山間地域の農業振興に寄与する事業は、採算性が悪く、収益の確保が難しい状況に

あるが、今後、新たに道路除雪を請負う予定であり、収支の改善が図られる見込みであ

る。

また、中長期経営計画を策定し、収支見込みを立てる中で、収支バランスがとれるよ

う取組を行つていく。

④   「おおしま育ち」の購入者は、主に都市部に転出した大島区の出身者であり、高齢化

等により出荷量が減少しているため、新たな販売先の確保など販売強化について検討を

進めている。

市担当部署による対応方針

・耕作条件の不利な中山間地域における生産及び農地保全として必要な事業ではあり、市と

しても赤字事業の検証を行いつつ中長期経営計画の早期作成と併せ収益確保のための支

援を行うことで、同公社の経営健全化を図ることとしたい。
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事 業
.報

.告 書

へ

自  平成 31年

至・ 令和 2年

4月  1日

3月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2649番 地

公 益 財 団 法 人 大 島 農 業 振 興 公 社
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平成 31年度 事 業 報 告 書

《 総  合 ≫

平成 24年 4月 1日 より公益財団法人へ移行し、 8期 目を迎えました。

事業の実績は、 2年続きの干ばつや異常気象等により、作物の収穫量の減少や品質低下がみられ、

総体的に計画を下回る結果となりました。

今後は関係機関等からの指導を受け、生産の安定に取り組むと共にコス ト低減に努め、経営改善に

努めてまいります。また、多様な戦略により、販売強化を図ります。

マネジメント事業では、農地不可用集積円滑化団体としての農用地の利用調整や、日本型直接支払交

付金制度に関する事務支援、大島区農業懇談会等の事務局を務め、各種団体の活動の支援に引き続き

取り組みます。

《 事業内容及び結果 》

I 公益目的事業

① 農業の担い手育成に関する事業

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持統的に発展させることを目的に、担い手の

規模拡大による経営安定を図るための支援等を行いました。

② 農作業の支援に関する事業

耕作放秦や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、負担となっている基幹農作業を請け

負い実施しました。

(1)水稲育首事業

」Aからの委託により、水稲苗の育苗硬化及び配達並びに施設の維持管理を行いました。

硬化ハウス 4棟 (298ぽ/棟)  維持管理

水稲硬化苗 3, 221枚

水稲苗配達 3, 138枚

(2)基幹農作業受託事業

担い手不足や高齢化に伴う労働力及び農家の機械設備投資の軽減と、耕作放棄地の防止を図るた

め、基幹農作業受話等を請け負い、本年度は延面積27.89haを 実施しました。

詳細は、別紙事業実績のとおりです。

③ 農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

耕作放棄地や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、農地管理の維持が困難となった農

家の農地を借り受け、管理を行いました。

8



。水稲作付面積 15。66ha ― 「求められる おおしま育ち」を栽培、販売

・安全、安心、良食米の安定生産と、環境にやさしい米づくりへの取り組み

④ 農業マネジメンHこ関する事業

地域の担い手育成や、経営の安定化を図るために必要な地域合意につながることを目的に、下記

の事業を行いました。

(1)農地利用集積円滑化事業

荒廃地の増加防止や農用地の効率的利用を目的とし、農地利用集積円滑化団体として、農用地の

利用調整を行いました。

利用権設定面積 ■.37ha   うち流動化面積 ■,37ha

(2)日 本型直接支払制度に係る事務支援

*中山間地域等直接支払制度

大島区農業振興会の事務局を請け負い、広域連携による農作業支援体制の確立、農業施策の情

報提供、中山間地域等直接支払制度に係る事務支援等を行うことで、包括的に地域の農業を支

える中心的役割として活動しています。今期より、超急傾斜農地保全管理加算に係る販売促進

活動として、箱・袋・チラン等の作成を行い、良質米の販売促進に努めました。現在、16支

部協定が広域協定に参加 し、事務支援のみが 1協定となつています。

*多面的機能支払交付金制度

事業への取組団体が増加 し、14地区の取組団体からの事務委託を受け、事業の円滑な推進に

努めました。

*環境保全型農業直接支払交付金制度

制度の有効活用を図るため、「大島区の環境を守る会」を組織し、農地の保全と担い手の育成

に努めました。

⑤ 園芸の技術習得に関する事業

地域の農業者が、容易に園芸導入に取り組むことができるよう支援することを目的とし、新規作

物を先行導入し、栽培技術の確立に努めました。

(1)花苗の技術習得に関する事業

上越市の植栽事業及び市内各団体への花苗供給により、地域の緑化推進に協力しました。

(2)施設園芸等の技術習得に関する事業

地域に根付いた振興を目標に、自然薯、その他の野菜類の栽培に取り組みました。また、周辺の

畑地の有効活用としてアスパラガス栽培に取組んでおり、総面積は 40aと なっています。

⑥ 農業実習交流センターの管理に関する事業

農業とのふれあいによる、心豊かな人づくりを目的に、大島農業実習交流センターの管理業務を

行いました。公社業務と連携させた周年的な事業の開催と、利用実績の向上が課題となつています。
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Ⅱ 収益事業

① 冬期間の地域住民の生活遭路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

路除雪及び温室周辺除雪を実施しました。

平成 31年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34条第 3項に

規定する、付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しませんので、作成はしてお

りません。      ・ .                           ・

令和 2年 6月

公益財団法人 大島農業振興公社

― ■0 -



事業区分
当初計画 実   績

備 考
面積等 金額 (円 ) 面積等 金額 (円 )

公

益

目

的

事

業

Э担い手の育成 0 0 大島区認定農業者会 。大島区農業懇談会事務局

②
農
作
業

の
支
援

l井 うん 7.0 511,000 5,71 413,386

代掻き 9.0 873,000 7.05 655,920

田植え 6.5 396,500 5.99 363,149

メu取 り 10,0 1,970,000 9,14 1,797,769

吉苗硬化 3,000 2,905,000 3,221 2,936,051

水稲首配達 3,000 324,000 3,138 338,904

機械回送 110 330,000 94 282,000

脚運搬 30,000 120,000 27,890 111,556

その他 0 54,998 作業補助人夫・機械整備費

計 7,429,500 6,953,733

⑥
農
用
地

の
保
全

l乍付面積

品種別収穫量は次頁のとお り

ヨンヒカリ 11,10 11.10

五百万石 2.96 2.96

つきあかり 1.60 1.60

計 15.66 15.66

米販売収入

小  え 6,286,000 7,lll,731

送  料 350,000 377,325

自 主 米 12,354,000 10,289,238

層米・錦畳米 350,000 470,886

H30産米追加払等 0 414,050

その他 0 69,920 栄養強化米・切り,汗

計 19,340,000 18,733,150

①

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

農地利用集積
円滑化事業

13.12 905,306 11.37 691,474

賃資料

手数料

676,151

15,323

691,474合計

中山関地域等直接
支払事務支援事業

3,2醗,150 3,28■ 450 事務費    3,284,450

多面的様龍支払
事務支援事業

1,040,000 860,158 14保全会等から事務巽託

米販売促進事業 30,000 83.556 米袋・殆送用ダンポール箱販売

農地中間管理腱綺業務 300,000 127,154 農地中間管理機構業務委託費

環境保全型農葉
直接支払事務支援

93,500 95,350 大島区の環境を守る会事務局 事務女

その他 0 6,471 会議費用弁償等

計 5,651,256 51148,913

春花苗

秋花宙

」A花苗

その他

計

⑥
国
芸
の
技
術
習
得

自然薯

アスパラガス

野菜類

ウド苗

その他

計

花苗生産

植栽管理

計

5,500 386,100 6,196 416,323

6,300 272,160 6,332 836,940

6,400 449,280 5,823 408,774

21,870 24,750 チューリタデ球根

18,200 1,129,410 18,351 1,186,787

410 745,000 750,939

2,500 3,022,軽5 〃,305.60 2,921,238

329,000 181,724 南瓜・人参・セロツ ,白 菜

600,000 2,240 39■ 000

0 42,606 夕顔苗管理100本 常土等

4,696,445 4,290,507

3,803,184 8,403,620

2,800,952 3,178,744

6,694,136 6,582,364

12,519,991 12,059,658

⑥
管
理

大島農来実習交流セ

ンター管理事業
340,275 158,930

管理事業  管理人給与

周辺除雪費

計

116,910

42,020

158,030

平成 31年度 事  業  実  績 単位 :ha、 枚、回、に、鉢

■■



事業区分
当初計画

備 考
面積等 金額 |円 ) 面積等 金額 (円 )

収
益
事
業

収
1

春先除彗

冬期実稼働

固定費

待機補償

計

100H

40■

鵬向

収益事業合計

0

1,780,000

0

440,000

2,220.000

151,956

1,332,595

549,120

1,123,320

3,156,991

1,589,768 l,655,779

1,06α 000 20■ 160

■869,768 5,016,930

事業収入合計 50,153,790 48,071,314

平成 31年産米 品種別収穫量

品  種 作付面積 (a) 浦品慮量 (監 ) 平均反収 (健)

五百万石 296。 40 11:541.45 6.4

つきあかり 169.90 劣 655,13 10.0

コンヒカ

'

1,110.40 48,421,08 7.2

合  計 1,566.70 69,617.66 7.4
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平成 31年

令和 1年

1日

3日

1日

31日

5日

12日

18日

26日

17日

18日

22日

4月

4月

5月

5月

6月

6月

6月

6月

7月

7月

7月

平成 31年度   業  務  報  告

平成 31年度事業開始

平成 30年度棚卸監査 :農業実習交流センター

元号改正

農業政策に関する説明会 :大島区公民館           中島

平成 30年度決算監査 :農業実習交流センター

平成 31年度第 1回通常理事会 :農業実習交流センター

マネジメント組織連絡協議会 :上越文化会館        中島

平成 31年度定時評議員会 :農業実習交流センター

中山間地機元気な農業づくり研修会 :小千谷市       中島

大島区農業振興会正副会長会議 :農業実習交流センター

大島区農業振興会平成 30年度決算監査

平成 31年度第 1回臨時理事会 :農業実習交流センター

大島区農業振興会支部代表者会議 :庄屋の家    理事長・中島

新潟県地域農業担い手公社連絡協議会総会 :長岡市川口    中島

農地中間管理事業ブロジク説明会 :上越地域振興局     理事長

中山間地域等直接支払制度第 5期に向けた検討会 :大島区コミプラ

消費税率改正に伴う説明会 :高田税務署          中島

大島区農業振興会第 2回正副会長会議 :農業実習交流センター

公共花壇等管理事業打ち合わせ :安塚区コミプラ    藤村 。中島

大島農業実習交流センターのあり方検討会 :農業実習交流センター

除雪費算定説明会 :浦川原区コミプラ            中島

多面的機能支払交付金事業事務説明会 :浦サII原 区コミプラ   中島

大島農業実習交流センター検討会 :農業実習交流センター

平成 31年度第 2回臨時理事会 :農業実習交流センター

第ニセクター検討結果報告 :農業実習交流センター

円滑化団体の今後についての検討会 :浦川原農業公社 理事長・中島

中山間地域等直接支払制度第 5期に向けた懇談会

:農業実習交流センター

大島区農業振興会第 3回正副会長会議 :農業実習交流センター

労務管理者研修会 :三条市メンセピア            中島

中山聞地域等直接支払制度第 5期対策及び棚田地域振興法説明会

:浦川原区公民館   中島

大島区農業振興会第 4回正副会長会議 :農業実習交流センター

平成 31年度第 2回通常理事会 :農業実習交流センター

平成 31年度臨時評議員会 :農業実習交流センター

大島区農業振興会第 2回支部代表者会議 :大島区コミプラ

令和

1

1

1

1

1

1

1

2年

7月

7月

7月

8月

8月

9月

0月

0月

0月

0月

1月

2月

2月

1月

1月

24日

30日

31日

9日

27日

5日

4日

15日

29日

30日

6日

5日

23日

17日

23日

2月 13日

2月 26日

2月 27日

3月 17日

3月 25日

― ■3 -



平成 31年度  理 事 会 ・ 評 議 員 会 の 開 催 状 況

1.理事会

2.評議員会

開催日時
出 席

理事数
議 題

備 考

(現在教)

令和 1年

6月 12日
7名

議案第 1号

議案第2号

議案第 3号

平成 30年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告について

平成 30年度公益財団法人大島農業振興公社決算報告について

公益財団法人大島農業振興公社職員の 6月 支結̂期末手当の支給率に

ついて

平成 31年度定時評議員会の開催について議案第4号

理事 7名

監事 2名

令和 二年

7月 22日
6名 協議事項 令和2年度以降の事業の見直じ等につぃて

理事 7名

監事 2名

令和 1年

12月 5日
7名

議案第 1号 公益財団法人大島農業娠興公卒土職員の 12月 支給期末手当の支給率に

つV｀ て

理事 7名

監事 2名

令和 2年

3月 17日
7名

議案第 1号 令和 2年度公益財団法人大島農業振興公社事業計画 (案)について

議案第 2号 令和 2年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算 (案)について

議案第 3号 平成 31年度臨時評議員会の開催について

理事 7名

監事 2名

開催 日時 出席数 議 題

備 考

(現在数)

令和 1年

6月 26日
6名

議案第 1号 平成 30年度財団法人大島農業振興公社事業報告の承認

議案第 2号 平成 30年度財団法人大島農業振興公社決算報告の承認
7名

令和 2年

3月 25日
6名

議案第 1号 令和 2年度公益財団法人大島農業振興公社事業計画 (案)の承認

議案第 2号 令和 2年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算 (案)の承認
7名

― ■4 -



役 職 員 の 前 年 度 比 較 状 況

摘 要 H31.3。 31 R2.3.31 増 減 備  考

理   事 7 7 0

監   事 2 2 0

評 議 員 7 7 0

役員等合計 16 16 0

一 般 職 2 1 0

現 業 職 4 3 0

派   遣 0 0 0

職 員 合 計 6 4 △ 2

― ■5 -





決 算 報 告 書

自  平成 31年

至  令和 2年

4月  1日

3月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2640番 地

公 益 財 団 法 人 大 島 農 業 振 興 公 社

― ■6 -



キ 目 当年度 前年度 増 減

1,T35,926

1,020,105

4,131,000

0

8,219,429

1,613,311

2,289,500

300,000

△ 1,483,503

△ 593,206

1,811,500

△ 300,000

6,887,031 7,422,240 △ 535,209

51,000,000 51,000,000

51,000,000 51,000,000 0

9,053,000

16,203,588

8,037,750

21,221,た88

と,015,250

△ 5,017,600

25,256.588 29,758,938 △ 4,002,350

485,730

11,398,400

2,943,248

59,402

1

773,440

7,226,381

4,444,370

95,042

1

△ 287,710

4,172,019

△ 1,501,122

△ 35,640

0

i4886,781 12,539,234 2,347,547

91,143,359 92,了98,172 -1,654803

98,030,400 100,220,412 △ 2,190,012

1,248,666

267,490

684,600

2,940,806

469,151

1,639,088

△ 1,692,140

△ 201,661

△ 954,488

2,200,756 5,049,045 △ 2,848,289

9,053,000 8,037,750 1,015,2511

9,053,000 8,037,750 1,015,250

11,253,756 13,086,795 △ ■,833,039

2,240,000 0 2,240,000

53,825,235

(51,000,000)

52,475,268

(51,000,000)

1,349,967

(   0)
321951,409

(25,256:588)

34,658,349

(29,258,938)

△ 1,706,940

△ ■002,350

86,776,644 87,133,617 △ 356,973

98,030,400 100,220,412 △ 2,190,0

資産の部

1.流動資産

現金預金

未       収

棚    卸

立        替

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定     期

基本財産合計

(2)特定資産

退 職  給  付  引

減 価 償 却 引

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

建       :
農   業    用

車   両    運

什    器

冷    蔵

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

負債の部

1.流動負債

・ 未      払

預        り

賞   与    引 ′

流動負債合計

2.固定負償

退  職  給  付

固定負債合計

負債合計

正味財産の部

1.指定正味財産

地 方 公 共 団 体 補 助 金

指定正味財産合計

(う ち 基 本 財 産 へ ρ 充 当 額 )

2,一般正味財産

(う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 )

正味財産合計

金

産

金

物

械

具

品

備

機

搬

備

設

資

預 金

Ⅱ

金

金

当   金

引  当  金

産

産

資

資

当

当

貸借対照表
令和 2年 3月 31日 現在

■7



正味財産増減計算書
平成31年 ■月 1日 から令和 2年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

二

と,経常増減の部

(1)経常収益

基  本

基  本

事

農 作

農 用 地

除

期

受

受

受

受

雑

受

雑

経常収益計

(2)経常費用

事

用  益

取 利  息

益

業 収 益

事 業 収 益

事 業 収 益

益

高

等

金

運

受

収

事

等

産」
鶏時

財

財

業

業

の

農 業 マ ネ ジ メ ン ト

園芸の 技 術 習 得 に 関 す る 事 業収益

農業実習交 流 セ ン タ ー 管 理 事業収益

蟻鞠益息益　　費

△ 1,

料

費

費

高

額

卸

入

教
　
　
　
初

繰

物

金

手

託

産

当

払
　
　
　
農

引

首

与

支

委

雑

期

賞

９３
，

９３３
，

４．
，

・５８
，

・４．
，

２６
，

２０
，

３０
，

１６
，

４７
，

６３
，

・２
，

２７
，
１
，
砿

酬

当

用

費

費

費

費

費

費

生

　

通

搬

報

品

付

厚

諾

交

運
　

料

費

信

役

給

退

福

会

旅

通

消

燃

収

卸

助

補

棚

金

補

体

振

業

物

助

　

団

等

庫

共

金

収

利取

収

972,425

4,910,053

223,776

59,768,

1,141,

1■ 607,

5,740,

946,

2,967,

7,057,

3,006,

1,841,

897,

2,409,

2,872,

607,

5,

2,289,

985,

1,614,

126,

828,

60,739,

1,174,

17,39■

3,533j

818,

3,471,

8,

1,121,

4,396,

315,

8,565,

2,319,

1,643,

1,108,

2,559,

1,961,

467,

△ 971,

△ 38,

△ 2,787,

2,206,

127,

△ 504,

△ 8,

△ 149,

518,

△ 91,

△ 1,508,

686,

198,

△ 210,

△ 150,

911,

140,

葉

678

896

820

325

773

628

酬

当

金

用

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

料

料

金

課

金

費
　
　
　
　
　
品

賃

　

生

通

搬

却

　

　

　

　

料

　

　

　

　

　

担

報

手

　

付
　
　
　
　
　
備

品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

雇

　

厚

交

運

償

器

　

繕

料

水

借

用

険

謝

　

負

給

　

　

　

　

　

，

員

料

　

　

　

　

　

　

什

耗

　

　

　

　

　

　

　

税

時

賊

利

費

信

価

耗

　

　

　

熟

　

　

　

　

　

ュ

役

給

臨

退

福

旅

通

滅

消

消

修

燃

光

賃

使

保

諸

租

支

280

669

459

587

378

384

352

2,663,90o

124,642

1,201,152

2,895,014

1,394,

268,

1,031,

2,712,

648

2,881,000

1,639,088

1,609,585

1,269,

△ 144,

169,

182,

4,

△ 511,

68,638

696

5,

33,

△ 105,

26,

89,

22,

△ l生

7,

△ 29,

△ 2,

費理管

手

員

料

職   給

利 498

220

前年度 増 滅目科 当年度

5,113

5,113

52,202,314

6,953,733

18,733.150

5,148,913

12,059,658

158,930

5,016,980

4,131,000

6,923,980

0

6,033,947

890,033

544,962

1,p4
543,368

5,100

5,100

50,882,483

8,01■,302

15,199,895

5,662,048

12,762,196

340,275

6.614,267

2.289,500

6,349,583

1■ 325

5,765,545

569,713

3,907,815

502

3,90T,313

13

13

1,319,831

Δ l,060,569

3,533,255

△ 513,135

△ 702,538

△ 181,345

△ 1,597,387

1,841,500

574,397

△ 14,325

268,402

320,320

△ 3,362.853

1,092

△ 3,363,945-

59,676,369 61,144,981 △ l,468.812

耗

費

■8



科 目 当年度 前年度 増 減

ll,000

8,000

30,000

68,500

2,600

5,000

12,000

9,000

30,000

67,500

13,315

15,400

△ 1,000

△ 1,000

0

1,000

△ 10,715

△ 10,400

61,383,309 62,349,295 △ 965,986

△ 1,706,910 △ 1,204,314 △ 502,626

0 0 0

△ 1,706,940 △ 1,204,314 △ 502,626

0

0

0

0

1,299,998

1,299,998

1

1

△ l.299,998

△ 1,299,998

△ 1

△ 1

0 1,299,999 △ 1,299,999

0 1 △ 1

0 1 △ 1

0 1.299,998 △ 1,299,998

△ 1,706,940 95,684 △ 1,802,624

34,658,349 34,562,665 95j684

32,951,409 34,658,349 △ 1,7061940

2,240,000

2.240,000

△ 890,033

0

0

△ 569,714

2,240,000

2.240,000

△ 320,319

1,349,967 △ 569,714 1,919,681

52,475,268 53,0■ 4,982 △ 569,714

53,825,235 52,475,268 1,349,967

86,776,644 87,133,617 △ 356,973
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正味財産増減計算書内訳表
平成81年 4月 と日から令和 2年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

59,768,395

1,141,560

14,607,

5,7■0,

946,

2,967,1

I

固芸の 技 術 習 得 に 関 す る 事 業収益

農業実習交 流 セ ン タ ー 管 理 事業収益

援

全

産
産
　
支
保
カ

業

佐

助

　

団

等

庫

共

金

1.経常増減の部

(1)経常収益

基  本  財

基  本 財

事    業

農 作 業

農 用 地 の

農 業 マ ネ

除

期

受

受

受

受

雑

受

雑

経常収益計

(2)経常費用
・

事

職

利

費

信

運  用  益

受  取 利 息

収     益

事  業 収 益

等 事 業 収 益

ン ト 事 業 収 益

費

生 0

0

息

益

費

　

当

金

用

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

料

料

課

金

料

費

費

高

額

費

　

当

用

費

費

費

費

費

費

　
　
　

　
　

口即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸

入

好
・

貸
付

生
通
搬

¨
備

綿
　
　
料

　
　
　

公
抑
数

　
　
『
］

雇

　

厚

交

運

償

器

　

繕

料

水

借

用

険

　

負

手

託

給

　

　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

産

当

理

員

料

　

　

　

　

　

　

仕

耗

　

　

　

　

　

　

税

時

職

　

費

信

価

耗

　

　

　

　

　

　

　

　

払

払

　

　

鶏

『

役

給

臨

退

福

旅

通

減

消

消

修

燃

光

賃

使

保

種

支

支

委

雑

期

賞

管

利取

収

55,954,21

と,141,

12,530,

5,704,

340,

2,651,

947,

4,910,

223,

7.045,

2,658,

1,708,

871,

2,392,

21857,

585,

2,173,

124,

1,188,

2,895,

5,

2,289,

208,

3,814,1業

６
，

６
，

ら

５
，

71

291

820

668

913

006

25J000

0

0

12,212

348,l12

133,402

26,000

17,000

15,

22,

490,

12,

972,

4,910,

223,

7,057,

3,006,

1,841,

897】

2,409,

2,872,

607,

2,663,

124,

1,201,

2,895,

5,

2,289,

385,

1,614)

と26,

828,

68,

247,

163,

12,

0

0

0

0

0

0

0

900

642

152

014

000

9

9

840

240

638

696

1,614,

126,

828】

68,

247j

163,

12,

2■

1,

通

搬

報

手

品

付

厚

議

交

運

員

料

役

給

退

福

会

旅

通

消

27,260

1,500

収益事業 法人会計 合  計科 目 公益 目的事業

5,113

5,113

47,185,384

6,953,733

18,733,150

5,148,913

12,059,658

158,930

0

4,131,000

5,333,980

0

4,443,947

890,033

530,064

0

530,064

缶

9,

０

０

３０

０

０

０

０

０

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,590,000

0

1.590,000

0

4,906

1,594

3,312

5,113

5,113

52,202,314

6,953,783

18,733,150

5,148,913

12,059,658

158,980

5,016,930

4,131,000

6,923,980

0

6,033,947

890,033

544,962

1,594

543,368

53,054,541 5,026,922 1,594,906 59,676,369

耗

給

20



科 鳳 公益目的事業 収益事業 法人会計 合  計

然

光

賃

使

支

支

雑

経常

料

水

借

用

負

手

費

費

料

料

金

料

費

熱

払

払

料

担

致

費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2,経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他  会   計   振   替  額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

受  取   補   助   金  学

受 取 地 方 公 共 団 体 補 助 金

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
｀

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期旨残高

指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

エ

Ⅲ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14,000

11,000

8,000

30,000

68,500

2,600

5,000

14,000

11,000

8,000

30,000

68,500

2.600

5,000

55,954,217 3,814,178 1,614,914 61,383,809

△ 2,899,676 1,212,744 △ 20,008 △ 1,706,940

0 0 0 0

△ 2,899,676 l,212,744 △ 20,008 △ 1,706,940

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

554843 △ 554,843 0 0

△ 2,344,833 657,901 △ 20,008 △ 1,706,940

28,432,343 6,355,499 △ 129,493 34)558,349

26,087,510 7,013,400 △ 二49,501 32,951,409

2,240,000

2,240,000

△ 890,033

0

0

0

0

0

0

2,240,000

2,240,000

△ 890,038

1,349,967 0 0 1,349,967

52,475,267 l 0 52,475,268

53,825,234 l 0 53,825,235

″ 79,912, 7,013,401 △ 149,501 86,776.644
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財 務 話 表 に 関 す る 注 記

1,重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

該当なし

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産 … 玄米を計上しており、平均売価により評価している。

(3)固定資産の減価償却の方法

旧定額法及び定額法によつている。

(4)引 当金の計上基準

退職給付引当金 … 職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における自己都合要支給額に

,      相当する金額を計上している。

賞 与 51当 金 … 正規職員に関し、翌期における期末手当支給対象期間のうち、当該年度相当

分を引当計上している。

(5)リ ース取引の処理方法

ファイナンス・ ヅース取引であるが、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理している。

(6)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によつている。

2.会計方針の変更

該当なし

3.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳    
‐

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科    目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定 期 預 金

小   計

特定資産

退 職 給 付 引 当資産

減 価 償 却 引 当資産

小   計

合   計

51,000,000 0 0 51,000,000

51,000,000 0 0 51,000,000

8,037,750

21,221,188

1,015,250

△ 5,017,600

0

0

9,053,000

16,203,588

29,258,938 △ 4,002,350 0 25,256,588

80,258,938 △ 4,002,350 0 76,256,588

科   目 当期末残高
(う ち指定正味財産

からの充当額)

(う ち一般正味財産

からの充当額)

(う ち負債に

対応するηttl

基本財産

定 期 預 金

小   計

特定資産

退 職 給 付 引 当資産

減 価 償 却 引 当資 産

小   計

合   計

51,000,000 (51,000,000) ( 0) (   0)

51,000,000 (51,000,000) (       0) (   0)

9,053,000

16,203,588

0)

0)

(9,053,000)

(16,203,538)

(9,053,000)

(   0)

25,256,588 ( 0) (25,256,588) (9,053,000)

76,256,588 (51,000,000) (25,256,588) (9,053,000)

- 22



5.担保に供 している資産

該当なし

6.固 定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高′ま、次のとおりである。

7.債権の債権金額、貸櫻l引 当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

8,保証債務等の偶発債務

該当なし

9.満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

該当なし

10.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

科    目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高

建      物

冷 蔵 業 設 備

車 両 運 搬 具

農 業 用 機 械

什 器 備 品

合   計

9,287,300

5,276,690

20,867,150

50,042,064

366,060

8,801,570

5,276.689

17,923,902

38,643,664

306,658

485,730

1

2,943,248

11,398,400

59,402

85,839,264 70,952,483 0 14,886,781

科    目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高 債権の当期末残高

未    l使    金

米販売代金収入

マネジメン ト事業収入

交流セ/ター管理事業収入

除雪作業収入

合   計

500,070

124,154

73,938

321,943

0

0

0

0

500,070

124,154

73,938

321,943

1,020,105 0 1,020,105

補助金等の名称 交付者
前期末

残 高

当 期

増加額

当 期

減少額

当期末

残 高

貸借対照表上

の記載区分

補助金

運営費補助金

中山闘地域等直接支払交付金

環境保全型農業直接支払 交付金

中山間地域1閉田米等販売活動助成事業補助後

新潟県農林水産業総合振興事業補助金

上越市

上越市

上越市

上越市

上越市

0

0

0

0

0

3,1801000

2,477,447

231,500

145,000

2,240,000

3,180,000

2,477,447

231,500

145,000

2,240,000

0

0

0

0

0

合   計 0 8,273,947 8,273,947 0
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内    容 金  額

経常収益への振替績

減価償却費計上による振替額

経常外収益への振替額

処分による振替額

890,033

0

合    計 890,038

11.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産か

12.関連当事者との取引の内容

該当なし

13.重要な後発事象

該当なし

14。 その他

該当なし

は、次のとお りである。

1

- 24 ■



計 算 書 類 の 附 属 明
.糸

田 書

i 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記 3.基本財産及び特定資産の増減及びその残高

に記載している。

2 引当金の明細

退職給付引当金

賞与引当金

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
く目的使用 その他

退職給付引当金 8,037,750 1,015,250 0 0 9,053,000

科 目 翔首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞与引当金 1,639,088 385,914 と,340,402 0 68■ 600
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財産 目録
令和 2年 3月 31日 現在

円
葺 1 場所・ 物量等 便用 日的等 金 額

未収金

農用地保全事業収入
マネジメント事業収入

交流をンター管理事業収入

除雪作業収入
棚卸資産

預金

第四銀行安塚支店
大島郵便局振

~替
口座

業者等に対する未収額
新潟県農林公社等に対する未収額
上越市に対する未収額
上越市等に対する未収額
上越市 玄米 (30kg)459袋

収入減少緩和交付金積立金

米代金及び送料の未収分
中間管理機構業務費の未収分
施設管理費等の未収分
市道除雪作業料等の未収分
販売 して得た収入を公益目的
事業の財源として使用している

運転資金として

運転資金として
運転資金として

511,342

3,048

1,020,105

500,070

124,154

73,938

321,943

4,131,000

927,057

808,869
294,479

6,887,031

什器備品 (一般 )

冷蔵設備 (指定)

基本財産

特定資産

引当資産

定期預金
定期預金 (指定)

退職給付引当資産
退職給付引当資産
(一般)

減価償却引当資産
(一般)

建物 (指定)

建物 (一般 )

車両運搬具 (指定)

車両運搬具 (一般 )

農機 (指定)

農機 (一般 )

上越市

目

上越市 パノコンほか

保冷庫、冷蔵庫

なび将来的目

た のえ も

している

を公益事業の財源として使用

目的保有財産であり、運用

目的事業の施設に使用 している
目的保有財産であり、公益

(除雪機)で使用 している

目的保有財産及び収益事業
(除雪車)で使用している

目的保有財産及び収益事業

目的保有財産であり、公益
している

えちご上越農業協同組合
大島支店

4名 に対する退職金の支払い
えたもの

上越市
上越市

えちご上越農業脇同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

夕
゛
ンガ、除雪車ほか

搭載車、除雪機ほか

公益目的保有財産であり、公益
目的事業の施設に使用 している

公益目的保有財産及び法人会計
(パ ソコン)で使用 している

格納庫
堆肥置場

口植機ほか
コンバインほか

51,000,000

51,000,000

51,000,000

25,256.588

9,053,000
9,053,000

16,203,588

16,203,58B

14,886,781

485,730

357,294
128,436

；‥‥
―

鋼

封

判

期

１

１

３９８
，

４６７
，

９３０
，

９４３
，

　

　

９４３
，
　

５９
，

５９
，

・１

２

８

２

　

　

２

91,143,369
98,030,400

(茄動負債 )

未払金

事業費
管理費

預り金

賞与引当金

事業に供する未払い分
法人会計に供する未払い分

支払い えたもの

に対する未払い分
る未払い分

源泉所得税
に対する翌期の期末手当

銀行安塚支店
に対するもの

1,248,666

1,236,755

11,911

267,490

684,600

2,200,756
(固定負債 )

退職給付引当金 に対する退職金の支払いに対するもの

もの

9,053,000

9,053.000
11.253.756

正味財産 86.776.644
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事 業 計 画 暮

自  令和 2年
至  令和 a年

4月  1日

3.月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2649番 地

公 益 財 団 渉 人 大 島 農 業 振 興 公 社
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令和 2年度 公益財団法人大島農業振興公社事業計画書

【基本方針 】

農業農村を取り巻く情勢は、農業従事者の高齢化や担い手不足、さらには、長引く農産物価格の

低迷や生産資材等の高騰により、依然として厳しい状況が続いています。基幹作物である稲作は、

2年続きの干ばつや品質低下により、営農意欲の減退や農業所得の減少に拍車をかけています。

また、中山間地域等直接支払交付金制度が第 5期対策を迎え、本制度を最大限に活用するため、

農業振興会活動を強化するとともに、関係機関との連携や農政活動及び地域農業への支援体制をさ

らに強化する必要があります。

公社経営の健全化と財政的な自立に向け、多角的な収入源や人材確保、中長期的視野に立った運

営努力を継統し、地域農業を支える公社の体質改善を図る必要があります。

I.事業目的

農業者の高齢化や担い手不足による農地の荒廃が懸谷されるなか、農業の振興を通じ、地域農業

の持続的発展と地域社会経済の活性化に寄与することを目的に次の事業を行う。

1.農業の担い手の育成に関する事業

2.農作業の支援に関する事業

3.農用地の保全や権利調整に関する事業

4.農業政策推進のためのマネジメントに関する事業

5.技術習得を目的とした研修等事業

6。 その他この法人の目的を達成するために必要な事業

Ⅱ.事業概垂

(1)公益目的事業

①農業の担い手の育成に関する事業

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持統的に発展させることを目的に行う。

・新規就農者や認定農業者会への支援

・農業振興会、環境保全型農業推進への支援

・農業基礎知識の習得に関する研修及び実習を、農業交流センターを利用し実施

i新規就農者、農業生産法人、意欲ある担い手の規模拡大による経営安定化を図るための支援
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②農作業の支援に関する事業

高齢農家や兼業農家の大きな負担となつている基幹農作業を、農作業受託組合を中心に、農業

生産組織、中核農家と連携を図り支援することで、耕作放葉や地域農業の衰退を未然に防止する

ことを目的に行う。                          ・

・水稲育苗  3,000枚

・基幹農作業 (耕運、代掻き、田植え、刈取り、その他) 28.8ha

③農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

農地管理の維持が困難になった農家の農地を管理耕作することで、農地の荒廃々地域農業の

衰退を未然に防止することを目的に行う。

・利用権設定面積  12.04ha

・作付面積 12.04ha 「求められる おおしま育ち」を栽培、販売

・安全、安心、良食米の安定生産と、環境にやさしい米作りの取組

・耕作圃場の集約化による生産コスト低減に向けた取り組み強化

。米の有利販売に向けた取り組み強化

④農業マネジメントに関する事業

中山間地域で農業者の高齢化が進む当地域では、次世代に引き継ぐべき地域資源である農地の

荒廃が進みつつある。優良農地の継続的な活用については、地域ぐるみ、集落ぐるみの合意形成

が必要であり、その支援を実施する。

・農地利用集積円滑化事業及び農地中間管理事業

農用地の利用調整を図り、効率的な土地利用及び荒廃地の発生防止

。日本型直接支払制度に係る事務支援

1)中山聞地域等直接支払に係る広域協定事業への支援強化

中山聞地域等直接支払制度の活用を進めるため、広域連携協定 (大島区農業振興会)の事

業推進と第 5期対策への取り組みの強化

2)多面的機能支払制度に係る事務支援事業

中山聞地域等直接支払制度との連携による相乗効果と、事務支援の強化

3)環境保全型農業直接支払制度に係る事務支援事業

環境にやさしい農業の推進に向け、「大島区の環境を守る会」を組織し、農地保全と担い手

の育成

⑤園芸の技術習得に関する事業  )
大島区の大半の農家は稲作単一経営であり、現在の米価が不安定な状況では、園芸導入により

農業者の経営の安定化を図る必要がある。この事から、公社が技術習得のため、新規作物を先行

導入して栽培技術を確立することで、容易に園芸導入に取り組むことができるよう支援する。
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・花苗の技術習得に関する事業

上越市の植栽事業及び市内各団体への供給等により地域の美化 。緑化推進に協力

・園芸の技術習得に関する事業

収益の安定したアスパラガスの実証栽培と普及。

地域特性を生かした自然薯や山菜 (ウ ド)な ど、新規選定野菜の実証栽培や雪室を利用し

た有利販売を検討                       ′

⑥農業実習交流センターの管理に関する事業

中学生の職場 (農業)体験の受入れなどにより、教育現場と連携した担い手育成や、市民を対

象とした農業に興味のある方への支援、農業とのふれあいによる心豊な人づくりを目的に管理を

行う。

(2)収益目的事業  (収 1)

①冬期に道路等の除雪を行う事業

冬期間の地域住民の生活道路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

路除雪及び温室周辺除雪を実施する。   !

Ⅲ.その他

① 連携指導事業

浦川原区総合事務所 (上越市)、 上越東農林事務所普及誤 (新潟県)、 えちご上越農業協同組合、

大島区農業振興会、大島区認定農業者会との連携を密にし、
｀
事業展開を図るとともに農家指導ヘ

の協力を行う。

② 職員研修

・ 職員の意欲及び資質の向上を図るため、各種研修会に積極的に参加する。また、公社及び職員

それぞれが日標に向かい、やりがいのある職場を形成するため、職場内検討会の充実を図る。

・ 農作業中の事故防止に最大限に努めるとともに、各種機械等の整備点検の確実な実施を行うた

めの安全講習会等への積極的な参加を行う。

③ 販売強化と情報収集

。 安全、安心、環境にやさしい農産物の安定生産と「おおしま育ち」のブランド化の推進

。 生産物の有利販売を進めるため、「県認証米制度」の活用や、新たな販売戦略の検討

。 新潟県及び上′越市が発信する販路拡大、販売促進情報を積極的に活用

・ 園芸品日の集出荷を一元化 し、流通コスト低減と園芸生産の定着を図る
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令和 2 年度  事 業 計 画 明 細 書

計   画
事業区分

面積 (ha) 金額 (千円)

備 考

い手の育成

水稲苗配達

9

田植

取

ん

き

え

り

3,000

26.

7,0

7.0

5,8

9,0

3,000

90

511

679

354

1,773

104

07,300/10a X 700a=

09,700/10a× 700a=

06,100/10a× 580a=

019,700/10a)(900ag=

0873 X l,100枚 =

0961× 1,900枚=

0110× 3,000枚 =

03,000× 90,頭 =

04× 26,000キ冨=

511,000

679,000

353,800

1,773,000

960,300

1,825,900

380,000

270,000

104,000

②
農
作
業

の
支
援

支援合計 6,807 合計    6,807,000

作付面積 12.04

コンヒカ)

五百万石

つきあかり

合 計

9,25

1.27

1.52

12,04

作付面積

(ha〉

16,467

小 売  コンヒカツ 425俵

発送運賃収入

自主米  五百万石  015,000× 95俵=

コンヒカ , 014,500× 268俵二

つきあかり 012,500× 129俵 =

婿米・端量米

8,696,400

300,000

1,425,000

3,886,000

1,612,500

274,365

③
農
用
地
の
保
全
と
地
域
農
業

の
維
持
増
進

保全合計 16,467 合計   16,194,265

集積円滑化

240事業 2.06

(不1,用 権設定面l女 )

賃貸料収入

手数料収入 (税込)

合 計

235,585

5,257

240,842

中山問地域等直接
4,100,000事務支援受話費

多面的機能支払

事務支援事業
960 960,000事務支援受託費

事業

94 98,500事務支援受話費

米販売促進事業 30,000米箱、米袋の販売

中間管理機構 300,000事務委託費

公

益

目

的

事

業

④

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マネジメント合計 5,724 合計    5,724,342
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⑤
園
芸
の

技
術
習
得

生 産

⑤
園
芸
の

技
術
習
得

管理

園芸合計

と,093

春花苗   065× 5,500Pt X l.1=

秋花苗  040× 5,000Pt X l,1=

」A花苗  065× 6,400Pt X l.1=

れ―
)フ ア'球根 027× 750球 Xl,1=

393,250

220,000

457,600

22,275

1,093,125合計

3,266

自然薯

01,300/kg× 350kg

02,000/kg〉(80kg

01,600/kg)(501く g

0350× 100本

455,000

160,000

80,000

35,000

」A出荷

ネクト販売

小売

種子

01,400/kと )(1,300kg

アスハ・,力
゛
ス  ol,500/鷺 〉ぐ200rg

産地奨励金 (」A出荷の1%)

1,820,000

300,000

18,200

」A出荷

振売

他野菜
南瓜 01,000× 40雄×70%

自菜 0200× 500個 ×70%

28,000

70,000

タド苗   0150× 2,000本 300,000

合計  3,266,200

6,449

花首生産

植栽管理

3,524,285

2,924,807

6,449,092合計

10,808

⑥
管
理

農業実習交流センター

管理事業
0

収
益
事
業

市道除雪受託事業 延長500船

収

1

温室除雪管理事業

収益合計

4,028

落沢線 実稼動

補助車伴走

待機補償

固定費

801

80H

100H

2,000,000

720,000

759,000

549,120

4,023,120合計

1,020 温室周辺除雪 VA日 中 60H 1,020,000

1,554 除雪要員出向 (12月 ～3月 ) 1,554,360

6,602

事業収入合計 46,408

公

益

目

的

事

業
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科  目

公盗目的事素会計 収益事案等会計
法大会計 内部取引控除 合計

′
ム` 1 小計 収 | 小計

t 一般正味財産増減の郎

1経鵞増減の郎

(1)怪命収養

基本財産適用益 5,0〔 S脚 0 0 〔 C S,00電

基本財産受取引息 5郎 C

事業収益 39,80600C 39.00S,OOC 6お02.00C 0,602硼 0 40■00ЮЮ0

農作案支援事業収益 0お0'潮躙 0.807.000 Ю 6n07.000

保全管理事業収益 16,167脚 10“8'即0 0 0 16■ 6'嗣

マネジル ト事業収益 5,'24嗣 ,724即 0 0 0 0 転
'24脚

国秦亭宗収益 10,800,000 !呻 08口0 0 C 10「 0鶴卿

農素案習交流センター 0 0 C 0 0

除重作某収養 0お02000 6』02.醸拗 6.002,000

受取補助金等 1,8540a3 4お52033 1.0吼餌 t 軋452p03

受取国庫補助食 ( 0 0 C

受取地方公共団体補助金 3β 62割区 ■962,00℃ 0 1す0卿 0 S●02割X

奨取補助金等捩脅観 890,3鷺 800,31 e 89α039

盤収益 291.001 201.000 ,1.0∞ 11000 6000 30a蜘

受取利息 0 1000 [p飩

雄収査 201,∞ 201.OOO 1lp∞ 1lp∝ S.000 307脚

期末長産協概即高 4,47創瀬 ■94,伽 0 434■蜘

期末酷資材等協節高 0

経常収益計 49,301,033 49,301,033 6,613,000 6.613p00 1,606,000 0 57.520p33

(2)経常費用

事案費 47,2'p10 4,´ 27010 4.8,1,6t 4お,Iれ 03 5,pOa 37e

役員報副 1,142嗣 1,142000 C 1.142,001

給料手当 Isゃ sa卸 1,06,Ш 3p,100c 3伸瀬山 ta.3,SpOt

饉曽屈賃金 缶G42pⅨ 印 42田 60000 8α000 9,702脚

福利厚生費 3.100餌 3.1鶴 0∝ 400ボКЮ 400嗣 3,24脚

退職給付費用 1ポX010Ю 1(Ж光19a 12'潟 6a 12'や 01 1,10■ 501

波価償却費 40,,お lB ■5,7,19 4,S,7.010

会協費 0 e

旅費交通費 2i∞0 21コ∞ 21や∞

通信題般貴 002御Ю 00と 000 24側 2■000 00転∞0

消耗什器備品費 O 0

'R耗

品費 転031脚 0 opa:`ooo 34(XX 34.000 8や 0転∞{

修構貴 eto脚 0:α O∞ soorκ К 3叫Ш 1.1lα ∞C

燃料費 。10pω 940てКκ 2C'100C 287,0∞ 1,207.00C

光熱水料貴 8'■ OCt B,4,00C 2'XК門 2■000 901,000

支払手数料 9'■∞{ 912餌 0 C 912p∞

賃僣料 lβ li甑 t,1lp∝ 1■000 10,∞て 1語29即0

使用料 2311脚 t 2,34100C !0副開 10即 C 435■ 0∞

保険料 502000 062000 53硼 5am atiooo

.諸 Hl金 0

租職公諫 1024コ∞ lβ 24割

“

2SCm 250嗣 0 2,,400〔

支払負担金 122脚 2,00{ 2,000 124001

褒託貴 1,'90潮

“

1,,00,000 1.'0000C

縦費 tCO∞ 10.00( ℃ :0田

期首農産物協8p高 4,34■OⅨ 4347.00℃ 0 4n4,000

翔首語資材等傷卸高 く C C

令和2年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書

令和2年4月 1日から令和3年3月 31日まで

(単位:円 )
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科  目

公養目的事素会計 収益事案等会計
法人会計 内部取引控除 合計

′ム` 1 小計 l碇 1 ′lヽ計

管理資 210α iO〔 2,100,10C

役員橘酬 12■甑 12'000

給料手当 t,2■∞t 1224p∞

臨時屈買金 E

福利厚生貴 243コば 249,000

退職給付費用 o岳 Iec 95,,90

滅価償却費

会議費 101000 1810Ш

旅費交通費 10脚 IS脚

通信逗臓貴 3αm

消耗什器備品費 0

消犠品費 2側 2伽

傍構受

燃料費 ti000 ISコЮ0

光齢水奉導賃 I吼Ш 16側

支払手数料 S000 S側

貴借料 111000 11,∝

健用料 3200〔 32脚

保険丼 0

驚掘金

租税公瞬

支払負担金
'虫

硼 70,000

委能責 0

支仏利息 0

盤費 30,000 00麒瀾

経常費用計 51,574,016 51.574,016 4,871,303 4,871.363 2.106.190 0 58i551,569

癖価損益等鍋菫前当錆控お増減額 △ 2′

'2,89
△ 2′

'2す

08【 1,41,3, ,,41.03, △Ⅸれ
'90

△ 1餌 1036

義本財産評価損査等

特定資産評価損査等 0 ね

搬貨有イb腫券辞価損生専 ( 0 0

評 I百損養等計 0 〔

当期経常増減額 △ 2認 7を980 △ 2.2,2,003 1,741,03フ ■,41,037 △ 50α 190 0 △ 1,03■ 53電

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

受取補助金等撮費額 (

経常外収益計 1 0

(2)経府外費用

固定資産除却慨 1 C

経常外費用計 C 9

当期盤甫外増減額 0 Ю 0 く 1 C

他会計掘脅顔 8,C814 8,0お 19 △ o,α alo △ 87001電 Ю

当期一般正味財産増滅観 △

““

z16j △ 1.402,166 870,01ξ 870■ ta A S00,190 △ 1031,53G

一般正味財産翔管残高 25,OS4.,∞ 2i054,,00 α80岳 eit C,805.0,9 △ ,9,1,C 0と08,,419

一般正味財産期末残高 245S2F35 24.552S10 ,,076.,9, Δ S,S,360 C 31,19,12

I指定正味財産増減の部

曼取補助金等 0

一般正妹財産への振言額 △a00,03 △ 80α033 0 0 △ 000,3【

当期指定正味財産増滅傾 △ 89α O13 △ 09COat △ 890,0〔

伯定正味財産期首残高 8釦2確 04 S382,234 G3.325,3〔

指定正昧財産期末残高 52.98ヽお 1 S2.035201 52,3S′ 02

H正 味財産期末残高 ,フ〕87.73( ,■48770C 76'6.'3a 7お,6,98 △ 5,0コ OO 8■ 585,114

令和2年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書

令和2年4月 1日から令和3年3月 31日 まで
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